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１．研究計画の概要 
（１）EUにおける消費者シティズンシップ教

育の資料収集と分析 
（２）我が国におけるシティズンシップ不全

の状況把握－多重債務者データを利用 
（３）我が国の消費者教育，家庭科教育にお

けるシティズンシップ教育への具体

的な提言 
 
２．研究の進捗状況 
（１）ＥＵにおける消費者シティズンシップ
教育については，ＥＵでの中心的な学会であ
る CCN: Consumer Citizenship Network 本
部（ノルウェー・ヘドマーク大学）へ聞き取
り調査を行った。その後 CCN のメンバーに
加わり，学会発表及び情報収集を行った。
CCN エストニア大会では，「Information, 
Values and Decision-making that Influence 
the World」と題して，消費者シティズンシ
ップ教育においては，社会変革に結びつく消
費者の意思決定プロセスの学習が重要であ
ることについて論じた。この論文では意思決
定プロセスにおける批判的思考，実践的推論
の活用について言及している。それに続くベ
ルリン大会でも，以下（３）に示す学会発表
を行っている。CCN ではこれまでに論文２
報が掲載されている。 
 
（２）我が国おけるシティズンシップ不全の
状況については，沖縄クレジット・サラ金被
害をなくす会の協力を得て，2007～09 まで
の３回の調査を終了し，その結果もすでに公
表している。これについては，「沖縄県にお
ける多重債務問題と貧困」として分担執筆の
共著がでている。それ以前のデータもあわせ

て最終的に来年度にまとめる予定である。 
 
（３）我が国における具体的な提言について
は２報ある。消費者シティズンシップ教育を
導入して消費者教育全体の枠組みをどう変
えていくかについては，「消費者シティズン
シップ教育試案－よりよい社会のための責
任ある経済投票権の行使－」と題して，国民
生活研究に掲載された。英国のシティズンシ
ップ教育を参考に，我が国の消費者シティズ
ンシップ教育における社会参加のための知
識，スキル，態度の形成について論じた。 
さらに，家庭科教育への提言としては，「An 

Exploratory Framework for Consumer 
Citizenship Education in Japan’s Home 
Economics Education Curriculum,」と題し
て CCN ベルリン大会で発表し，論文が掲載
されている。 
 
３．現在までの達成度 
 本研究課題の当初研究目的の達成度は「①
当初の計画以上に進展している。」となって
いる。 
その理由としては，この３年間でこの研究

に関して，国内外の学会発表５回，すでに活
字になった報告は，雑誌論文で国際学会２報，
国内学会１報，紀要１報，国レベル招待論文
１報であり，分担執筆の共著書１報を含める
と，計６報となっている。現在投稿中の論文
や印刷中の共著書もあり，この研究の大枠は
ほぼ埋めることができたと考えている。 
  
４．今後の研究の推進方策 
 現在までに報告した論文は「消費者シティ
ズンシップの形成と教育」における各パート
となっているが，それらをつなげる作業がま
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だ残っている。学会誌等への投稿では，どう
しても頁数に限界があり，その内容は，十分
意をつくせない論述となっている。研究の最
終年度である本年は，消費者シティズンシッ
プ教育の必要性，特徴，育成する能力，現在
の消費者教育へどう統合するか，そこからわ
かる消費者政策への提言等をもっと丁寧に
整理する予定である。 
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